
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３５５０３

基盤研究(A)（一般）

2016～2013

東アジア文化圏の形成に果たした漢代郡県都市に関する学際的研究

An Interdisciplinary Study on Cities in Han Dynasty Which Influenced the 
Formation of the East Asian Cultural Sphere

２０３３０７２２研究者番号：

黄　暁芬（HUANG, Xiao-fen）

東亜大学・人間科学部・教授

研究期間：

２５２４４０３８

平成 年 月 日現在２９   ６ ３０

円    33,500,000

研究成果の概要（和文）：　漢~六朝の都城とベトナム･嶺南の郡県都市遺跡の考古学調査と学際的研究を行い､
東アジア文明の伝播と受容の実態を探った。特にベトナム国家史跡の｢交趾郡治･ルイロウ｣を中心に三次の発掘
調査より紅河デルタの政庁都市構造を把握し､磚瓦,金属陶磁器,漆器,絹,金銅製光背,インド産のガラス玉を含む
１万点超の遺物を検出した。磚瓦の在地生産や鋳造工房跡の存在も確認された。これら発掘資料を経時的に分析
した結果、文献には記されていない、ダイナミックなヒトとモノの移動が明らかとなった。当地では漢文化と在
地文化が融合し、穏やかに文化交流がはかられたことが示唆され、古代東アジア文化圏の形成過程に新たな視点
が提示された。

研究成果の概要（英文）：Based on archaeological investigation and interdisciplinary research on the 
central cities of Han and Six Dynasties, and cities of Lingnan area, the study unveils a real 
picture of cultural transmission and assimilation around East Asian Cultural Sphere. From three 
excavations conducted around LUY LAU of Jiaozhi Province, a registered historic site in Vietnam, We 
can see the structure of administrative centers in Red River Delta area. Over 10,000 pieces of 
relics were found, including metal, bricks, tiles, ceramics, wooden lacquer wares, silk, gilded 
copper Buddha statues with halo and Indian glass marbles etc. Local bricks and tiles production 
sites and workshops were also identified. Furthermore, we conducted researches on the relics and 
circulation of information over time within the area. It gives us a dynamic view of the movement of 
people and items in the way that literature cannot provide. It shows how Chinese culture and local 
customs were integrated and exchanged peacefully.

研究分野：東アジア文明史・考古学

キーワード： 東アジア文化圏　漢~六朝・隋唐時代　中央と周辺　郡県都市　交趾郡治・ルイロウ遺跡　文化の伝播と
変容　海のシルクロード　学際的研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 (1) 東アジアでは、漢字・儒教・律令制な
どの文化・社会制度が定着した要因として、
中国古代文明の伝播を考えるのが定説であ
る。大枠としてそのような理解は正しいとし
ても、中央から周辺への文化伝播という説明
では、在地文化との接触により生じたであろ
う、双方向での影響や文化融合を見落として
しまう。地域文化の脈絡を重視する文明研究
の進展により、東アジア各地で、漢文化の受
容にも地域差があったことも想定される。東
アジア文化圏の形成過程について、一次資料
にもとづいた再検討が望まれる。 
 
 (2) 中国における考古学調査の成果とし
て、漢の文明装置である中央都城と陵墓に関
する知見が蓄積されつつある。一方で、該期
における周辺地域の調査は希薄であり、文化
変容に関する双方向的な検証の支障となっ
ている。とくに中国嶺南・ベトナム地域は調
査の空白が大きく、郡県都市の成立にあたっ
て漢文化がどの程度受容されたのか、不明な
点が多い。 
 
２．研究の目的 
(1) 上記の問題意識に基づき、本研究では、
中国に隣接する東アジア地域において、どの
ような文化変容があったかを考古学資料に
もとづいて検証することを目指した。具体的
には、中国大陸・朝鮮半島・ベトナム北部に
おける郡県都市遺跡の資料収集、現地調査を
実施し、都市計画、交易、物質文化等にみら
れる在地文化（思想・経済）の変容をとらえ
ることを目指した。 
 
(2) 本研究の力点をおいたのは、歴史的空
白が大きい、中国嶺南、ベトナム北部地域で
ある。交趾郡治・ルイロウ城址を発掘調査し、
遺構・遺物を多角的に分析するため、学際チ
ームを編成し国際共同調査を実施、展開する
ことで、東アジア文化交流の実態解明を具体
的に迫った。 
 
３．研究の方法 
漢代以降の文化変容過程を物質文化の側
面から解き明かすため、二つの研究プロセス
から本研究を推進した。 
(1) 中国漢・六朝都城と陵墓、南越国・蜀
漢郡県都市遺跡の現地調査、ベトナム北部古
代都市遺跡調査、特に交趾郡治・ルイロウ城
址の計画的な発掘調査で得た一次資料を集
成する。 
 
(2) 対象調査地で得られた遺跡・遺物デー
タを考古学・文献史学・地理情報システム・
文化財科学・環境考古学など学際的研究によ
って、郡県都市像を実証的に復元したうえ、
文化交流・変容の地域差を検討、析出した。
学際的研究成果報告書を上梓する。 
 

４．研究成果 
漢～六朝の都城と嶺南･ベトナム北部の郡
県都市遺跡の考古学調査と学際的研究を実
施した。特にベトナム国家史跡である「交趾
郡治・ルイロウ城址」を三次に渡る発掘調査
では、予想以上の新発見や未知の事実などが
相次いで判明し、古代東アジアにおける文化
交流の実像を具体的に描き出すことに成功
した。 
(1) 漢～六朝史跡の実地調査と資料収
集：中央帝都と陵墓（秦の雍城・咸陽都と帝
王陵墓；漢長安城と帝陵；六朝建康城と帝王
陵墓）、郡県都市と王墓（南越国番禺城と南
越王墓；蜀漢城址と王墓）の現地検証と最新
資料の収集を励み、情報交換､学術交流をは
かり、テーマ別の国際学術シンポジウムを広
州･西安･東京・南京で開催した。 
 
(2) 日越共同調査プロジェクトの企画調
査と交趾郡治・ルイロウ城址の発掘実施によ
りルイロウ都市建設の構造プランを初めて
解明した。遺構・遺物の考察と分析からはル
イロウ城址Ⅰ期~Ⅳ期編年を考案・提示した。
それによって、漢が交趾郡を設置してから歴
代の王朝交替をまたいで約800年間の繁栄盛
衰の過程を時系列に辿ることができた。 
 
(3) 高精度 GPS 調査、多衛星画像解析およ
びドーロン空撮からは、紅河デルタ平野に創
建された交趾郡治・ルイロウ遺跡（城郭･祠
廟寺院･墳墓群）の立地景観・空間配置の特
色を把握し、古代の為政者が都市建設に注入
したイデオロギーを具体的に描き出した。 
 
(4) 交趾郡治・ルイロウ城址発掘では、磚
瓦,金属陶磁器,漆木器,絹,金銅仏像の光背
片,南インド原産のガラス玉を含む１万点超
の遺物を検出した。東アジアと南アジアにわ
たるヒト・モノ・情報の流通を把握した。 
 
(5) ルイロウ城内の発掘で多量に検出し
た冶金関連遺物の考察と分析によって、ベト
ナム史上の謎とされるドンソン系銅鼓の鋳
造工房跡、鉄の製造遺跡の存在が推定できた。 
 
(6) 創建期の交趾郡治・ルイロウ城濠から
動植物遺骸が多数見つかり、それにイネの
籾・炭化米の検出、牛,豚,鼠,寄生虫の測定、
花粉分析などの結果は、ルイロウ城址周辺に
は人間の暮らしの様子や米栽培､水田の分布
が示唆された。 
 
(7) 交趾郡治・ルイロウ遺跡は、中国文明
装置として城郭都市を創建し、政庁施設や祠
廟・仏寺の建立、都市のインフラ整備と共に
建築・冶金技術の開発が盛んであった。こう
して漢文化と在地文化が融合し、穏やかに文
化交流がはかられた交趾郡(州)治・ルイロウ
は、約 800 年間栄えつづいたのである。古代
東アジア文化圏の形成過程に新たな視点が



提示された。 
 
(8) 本科研プロジェクトの課題調査と研
究活動の実施展開と共に、日本・中国・ベト
ナム３カ国間の国際学術交流活動を推進し
てきた。交趾郡城の発掘調査は日越間の学術
協定より実施し、南越国都と王墓の実地調査
は日･中･越３カ国の学者を招請、参加した。
研究期間中、自主企画開催した国際研究集
会・国際学術シンポジウムは中国３回（広州,
西安,南京）、ベトナム３回（ハノイ,北寧）、
日本１回（東京）、計７回であった。 
● 2014 年 3月 27 日(日･中･越)「南越考古国 
際学術会議」中国南越王博物館､広州市 
● 2014 年 8月 21 日(日中)「陵墓考古学国際 
研究集会」中国陝西省考古研究院､西安市 
● 2014 年 12 月 29 日(日越)『日越学術調査
研究会』ベトナム国家歴史博物館､ハノイ  
● 2015 年 9 月 26₋27 日、国際学術シンポジ
ウム｢東アジア古代都市のネットワークを
探る₋日･中･越考古学最前線₋｣東京大学 
● 2015 年 12 月 30 日 (日越) 『日越学術調
査研究会』ベトナム国家歴博､北寧文化局 
●  2016 年 3 月 24 日(日中)「六朝考古学研
究集会｣、中国南京大学歴史学院､南京市 
● 2017 年１月３日(日越) 『日越学術調査研
究会』ベトナム国家歴博､北寧文化局 
 
過去４年間、課題研究調査、学際的研究を
推進してきた結果、文献には記されていない、
ダイナミックなヒトとモノの移動を明らか
にした。古代東アジアの中央と周辺の関係は
従来の想定よりも多様であり、ルイロウにお
いては、漢の中央集権による一方的な併呑で
はなく、相互の文化交流があったことが示さ
れた。さらに、東アジアと南アジアの結節点
としての機能も示唆される。 
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